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弼

58

β

串
と
よ

ぽ
れ

る

新
銀

貨
は

週

赦
さ

れ

た

り

経
つ

ぶ

し

て

港
外
に

流
出
さ

れ

た

り

し

て
､

流
通
の

過

程
に

は

見
ら

れ

な

く

な
.

っ

て

い

た
｡

こ

の

状
況
は

す
で

に

人
々

に

よ
っ

て

注
目

さ

れ

そ

の

封

策
が

論
ぜ

ら

れ

て

い

た

が
､

ジ

ョ

ン

･

ロ

ッ

ク

F

琶
訂
L
且

-

β

-

巴
帖

-

-

宗
谷

も

ま
た

､

親
友
で

あ
る

ウ

イ

ッ

グ

真
主

脳
の

一

人
サ

マ

ズ

卿

P
O

a
-
O

F
臼

∽
○

日
①

諒
○
→

S
O

日
日
e
→

切

-

a
-

-
-

ご
か

の

も

と

め

に

よ

り
､

そ

の

見
解
を

蟄
表
し

た
｡

こ

れ

が
､

∽
○

日
e

O

O

β
乳
d
e
H

巳
-

○

日
払

○
他

t

F
e

0

0

日

旨
β

ロ
e

日
O

e
の

O
h

-

○

弓
･

①

ユ
日
咤
t

F
e

F
t

e

蒜

阜
P

日
払

冒
i

巴
口
内

t

F
付

く

巴
日
付

○
{

日
?

臼
の

¥

P
O

臼
d

O

ロ

ー

笠
N

.

と
い

う

論
文
の

後
年
の

部
分

､

す
な

わ

ち
､

へ

占

ご
P

監
点

. 〇

喜

邑
針

｡

と

題
せ

ら

れ

た

論
文
で

滴
っ

た
｡

譲
合
も

す
で

に

名

琴
革
命
の

直
後
か

ら
こ

の

間
題
を

取

り

上

げ

封
策
を

論
じ

て

き

た

の

で

あ

る

が
､

全

面

的

改

鋳
に

ま

で

い

た

ら

な

い

ま

ま
に

一

六

九
四

年
を

む
か

え

た
｡

と
こ

ろ
が

同

年
五

月
､

イ

ン

ダ
ラ

ン

下

銀
行
t

訂
出
P

ロ
村

○
巾

E
臼
g

】

p

臼
d

の

設
立

と
い

う

新
し

い

要
素
が

加

わ

り
､

事

態
は

新
し
い

様
相
を

呈

す
る

こ

と

と

な
っ

た
｡

(

1
)

私
は

さ

き

に

執

筆
し

た
→

論
に

お

い

て

㌢

ッ

ク

の

右
の

論
文
を

′
済
ヨ

y

･

･
ロ

グ

ク

の

貨
幣
静

続

昔
時
の

状
況
の

中
.で

観
察
し

､

か

れ

の

艶
策
と

そ

の

基
礎
と

な
っ

て

い

る

か

れ

の

貨
幣
理

論
を

革
ん
だ

｡

そ

こ

で
一

六

九

四

年
以

後

右
の

ご

と

き

新
要
素
を

加

え

た

状
況
の

中
で

､

ロ

ッ

ク

は
い

か

に

封
虚
し
て

い

っ

た

で

あ

ろ

う

か
､

を

尊
ぶ

の

が

本

稿
の

主

題
で

あ

る
｡(

1
)

拙
稿
『

ジ
ョ

ン

･

ロ

ブ

ク

の

貨
幣
静

-
･

{

{

O
f

邑
巴
β

叫

○

喜

口

O
i

P
〉

}

(

-

$
N

)

を

中
心

と
し

て

-
』

一

橋
大

畢
経

済
畢
部
研

究

年

報
『

経

済
革
新

究
』

(

刊

行

敦

定
)

所

収
｡

こ

イ

ン

ダ
ラ

ン

下

銀
行

設

立
の

最
も

置
接
的
な

穀
果
は

ウ

ィ

リ

ア

ム

三

せ
政

府
の

財
政

救
済
で

あ
っ

た
｡

す
な
わ

ち

譲
合
に

よ

る

午

年
の

封
フ

ラ

ン

ス

戦
費
は

互

額
で

は

あ
っ

た
が

､

戦
争
遜
行
に

は

不

十

分
で

あ

り
､

課
税

権
は

譲
合
の

溌
轄
下
に

あ
っ

て

外
来
の

王

ウ

イ

づ
ァ

ム

に

と
っ

て

は

そ

の

財
政

を

礪
断
で

旗
発
で

き

な

く

な

っ

て

い

る
｡

し

か

る

に

イ

ン

グ

ラ

ン

ド

銀

行
設

立

と
と

も

に

そ
の

資
金

一

二

〇

萬
ボ

ン

下

が

俵

府
に

貸
し

付
け
ら

れ
､

長
期
公
債

制

(

1
)

慶
が

こ

こ

に

確
立
さ

れ

る

こ

と

と

な
っ

た
｡

政

府
は
こ

の

資
金

を

も
っ

て

装
備
を

整
え

､

一

六

九
五

年
ウ

イ

リ

ア

ム

は

自
ら
フ

ラ

ー
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'
■8

日
日
e
l

e

d

2
0

β
e

叫

は

非

常
な

飼

損
を

う

け
､

･
し

か

も

偽
造
多

く
､

正

規
量
目
の

線
刻
貨
幣

m
i

-
-

e

d

日

昌
e

y

は

退

蔵
･

鋳
つ

ぶ

し
に

+

っ

て

流
通
し

て

い

な
い

と
い

う
ひ

ど
い

状
況
で

あ
っ

た
｡

そ

れ

灯

加

え
て

こ

こ

に

新
し

く

多

額
の

銀
行

券
の

蟄
行
に

よ
る

イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

｡

そ
の

結
果
は

金
に

封
す
る

高
ま
る

許

償
に

よ

る

金

の

流
入
と

銀
の

流
出
で

あ

り
､

こ

れ

に

よ
っ

て

鋳
貸
の

別

損
･

鋳

つ

ぶ

し

は

ま

す
ま

す

激
化
し

､

市
場
の

混
乱
が

増

大
す
る

｡

物
債

は

急
騰
し

て
一

般
人

民
の

生

括
の

困

難
は

ま

し
､

租
税

･

貸

付
金

･

(

7
)

歳

入
に

お

け
る

損
失
は

大
と

た
る

｡

(

7
)

F
O

弓
日
n

b
S

}

≦
1

≡
F
ロ

二

A

蒜
勺
○
-

･t

g
邑
巴
ロ

i

日
粥

P
ロ

出
訂

夢
叫

巾

○
巾

t

F
e

p
-

日
e

日
み
{

ロ
O

n
叶

○
巾

t

F

e

巴
-

く
e
り

n

O
叶

ロ

戸

口
O

ロ
β
○

日

-

小

や
山

.

i

日
.

.

〇
-

払

p

日
払

仏

2
岩
0

{

呂
〔
t
S

q
ロ

ー

ロ
只
ロ
O

y
〉

邑
t

F

p

巾

弓
e
巾

p
n

e

す
ナ

野

呂
O

C

已
-

O
C

F

F
?
口

中
ロ

ロ

ー

思
ぃ

.

冒
●

-

$
-
N

終
､

-

苫
.

N

ひ

○

-
ム
T

.

･

一

般
物
債
は

こ

の

銀
行
券
費
行
に

つ

れ

て

急
騰
し

た
｡

金
･

銀

(

■S
)

地

金
お

よ

ぴ

か

わ

せ

料
に

つ

い

て

も

同

様
の

騰
貴
が

見
ら

れ
る

｡

(

8
)

句
e

p
く
e

賀
叱

d
p

:

○

ワ

〔

き
.

-

勺
p

.

-

-

¢

-
-

N

〇
.

已
.

河
口

d
i

日

g

.

戸
‥

A
日
日

巳
∽

○

:
訂
c

O
i

日

p

的
e

O
巾

]

野
i

t

巴
日

甲
ロ

d

i

t

の

n

b

p
e

日

計
P

O
i

①
払

〉

e
t

P

く
○
-

･

戸

F
O
ロ

d
O

ロ

ー

00

ー

叫
･

匂

り

訟

†
か

･

声
O

g
e

諒

･
巧
F

O

岩
-

み
‥

A

E
賢
○

召
○
巾

P

巧
打
已
t

ロ
【

0

聖
P

か

p

ユ
b
e

仇

i

日

E
ロ

甲

ジ
ョ

ン

･

ロ

ブ

.
ク

の

貨
幣
論

蹟

一

群
ロ

払

e

t

P

く
O

E

.
戸
-

誌
山

-
-

3
N

一

〇

已
○

邑
-

∞

00

叫
一

句

り

烏
-

1
叫

今
､

銀
地

金
の

債
格
を

見
よ

う
｡

そ

れ

は

オ

ン

ス

に

つ

き
､

】

七

世
紀
の

大
年
を

通
じ

て

五

シ

ワ

ン

ダ

ニ

ペ

ン

よ

な
い

し

四
ペ

ン

ス

¢

一

六

九

四

年

五

月

一

一

月

一

六

九
五

年

三

月

九

月

五

シ

リ

ン

グ

四
ペ

ン

ス

五

シ

リ

ン

グ

五
ペ

ン

ス

五

シ

リ

ン

グ

九
ペ

ン

ス

六

シ

リ

ン

グ

五

ペ

ン

ス

金
に

つ

い

て

は
､

一

六

九
五

年
二

月
､

金

貨
ギ

ニ

.
¢

已
･

β
e

p

の

市
場
相

場
は

二
一

シ

リ

ン

グ

茎
か

ら
一

き

よ

二

五

シ

ワ

ン

ダ

に

暴
騰

し
､

さ

ら
に

六

月
に

は

三

〇
シ

リ

ン

グ

と

な

っ

た
｡

譲

合
は

大
蔵
大
臣

t

ど

C

訂
日
○

巴
-

○
→

0
什

t

訂
臼
H

昏
の
q

仁
e
→

モ

ン

タ

ギ
ュ

民
○

已
P

習
♪

C
け
P

ユ
e
払

-

票
-

-
-

ご
∽

-
か

れ

も

ま

た
ロ

ッ

ク

の

友
人
で

あ
っ

た

1
の

要
請
に

よ

り
､

一

六

九
五

年
一

月

八
日

再
び

委

員
合
を

も

う

け
て

通

貨

封

策

を

検

討
し

た

(

9
)

が
､

そ
の

報
告

巳
H
一

瞥
○

訂
-

､

伍

蒜
ゼ
リ

ユ

が

三

月
一

二

日

に

捷
出

さ

れ

た
｡

討
議
の

中

心

と

な
っ

て

い

た

鮎
は

､

改

鋳
複
の

新
鋳
貸

は

従
来
の

規
準
を

も
っ

て

す
べ

き

か
､

あ
る

い

は

そ

の

名
目
を

引
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岩

芸
c

O

日
日
O

d
i

t

叫

=

岩
0

0

♂

已
-

6
.

日

--
-

0

0
0

8
旨

-

〔
○

日
日
O

d
i

t

y

=
】

♂

已
-
-

○

ロ

=
-

c

〇
i

臼

こ

こ

で

ー

邑
ロ

を
一

囲
と

呼
べ

ば
､
守
J

ト

0

0

日
日
O

d

首
n

〓
岩
亡

ど
日

--
-

邑
日

=
-

囲

と

な
る

｡

(

二
)

今

右
の

鋳
貨
が

全

部
倒

損
○
-

首
p

i

臼
的

を

う

け
て

そ
の

重

量
の

年
分
を

失
っ

･
た

と

す
る

と
､

N

O
-

i

七
℃
e

d

0

0
i

臼

-1
-

n

e
i

β

=
-

b

亡
-
】

-

○

β

=
-

8
日
日
O

d
-

t

y

n
N

圃
,

-

昔
旦
邑
日

--

1
〕

O
i

β

=

N- -

邑
i

O

日

-

-

…

-
ロ
ワ

日
日
○

巴
什

¥

N

･

酌
損

貨
幣
も
そ

の

名
目
に

お

い

て

は
一

囲
で

あ

る

か

ら
､

今

や

●

.
b

已
】
-

○

β

も

c
0

2
日
○

昔
叫

も
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損
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に
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す
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ど
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､
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♂
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ず
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(

2
)

ろ

う
｡

す
な

わ

ち

(

二
)

の

場
合
の

ど
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て
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を
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迫
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受
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騰
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損
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葛
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す
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岸
貨
の

慣

値
は

そ

の

中
に

含
ま

れ

る

銀
地

金

に

存

す
る

と

し
､

(

三
)

か

ら

(

一

)

へ

の

回

復
は

貿
易
に

よ

る

銀
地

金
の

獲

得
以

外
に

な

く
､

鎗
貸
名
目
の

引
き

上

げ

は

何

ら
こ

の

貨
幣
不

足
を

補

い

う
る

も
の

で

は

な

い

と

し
て

い

る

の
.
で

あ

る
｡

大

一

六

九
五

年
九

月

以

後
ロ

ッ

ク

と
ラ

ウ
ン

ズ

の

論
季
が

行
わ

れ

た

そ
の

年
の

末
､

話
合
は

解
散

さ

れ
､

二
月
二

二

日

新
譲
合
が

(

1
)

召

集
さ

れ

た
｡

こ

の

語
合
は

以

前
と

は

逆
に

ウ

ィ

ッ

グ

某
が

多

数

(

2
)

を

し

め
た

｡

王

は

召

集
の

詔
書
中
に

改

鋳
問
題
に

ふ

れ

て

そ
の

必

要
を

と

き
､

新
委

員
合
が

作
ら

れ

て

論
議
が

た

た

か

わ

さ

れ

た
｡

そ
の

結
果
ロ

ッ

ク

の

主

張
を

根
接
に

し

た

モ

ン

ク

ギ
ュ

の

政

府
案

が

勝
利
し

､

従
来
と

同
一

の

規
準
に

よ

る

別
技

貨
幣
の

改

鋳
が

一

(

3
)

六

九

六

年
初

頭
か

ら

賓
祐
さ

れ

る

こ

と

L
た
ゥ

た
｡

(

1
)

C
O
b

訂
t

t

‖

○

宇

C

声
}

p

ワ

漂
∞

-
漂
ひ

.

(

2
)

→

イ
e

く
e
-

叫

p
n

〉

G
.

]

芦
‥

田
口

的

訂
ロ
n

ロ

β

年
O

H

t

訂
∽
t

亡

P

ユ
P

ト
｡

邑
O

n

〔

-

豊
丘

日

算
e

き
ぃ

○

ロ

.
-

窒
p

七
.

誌
N

.

(

3
)

声

邑
阜
叩

‥

｡

ワ

C
i

t
･

)

宇

治
牟

-
勺

･

ラ

ウ

ン

ズ

と
ロ

ブ

一ク

の

両

案
を

め

ぐ

る

政

治

的
･

経
済
的

和

音
の

野

立

に

つ

い

て

は
､

本

稿
､

弟
二

筋

革
(

1 1
)

､

拙
稿

､

前

掲
､

算
四

節
､

C
仁
日

2 .

ロ

g
F

p

m
〉

弓
.

‥

ジ
ョ

ン

･

ロ

グ

ク

甲
賀
幣
静

鏡

つ
F
e

粥

言
弓

t

F

O
巾

E
ロ

g
-

忘
.

F

-

ロ
d

亡

翼

々

甲
ロ

み

c

C

巨
ヨ
e

昌
¢

i

β

m
O

d
e

H
ロ

t
叫

m
e
⑦
一

句

駕
t

I
.

→
F
e

m
①

岩
甲
口

昌
e

∽

忘
t

e

芦
C
P

ヨ

宇

r
i

d

g
e

〔

-

∞

00

N
〕

ご
F

e

d

E
O

ロ

ー

空
N

.

p
.

念
小

一

2
0

訂

や

ゴ
e

･勺
?

-

吋

P
ロ
‥

O

p
●

C

芦
〉

勺

り

訟
-

-
N

.

琵
琶
メ

声
H

O

ワ

C
i

t
.

-

払
.

巴
.

邦

帯
､

七

六

-
七
ぺ

ー

ジ
､

句
e

彗
1

e

賀
q
d
P

:

O
p
.

D

旨
.

-

p
.

-

N
∞

1
¢

一

歩
席

｡

改
.

鋳
は

一

六

九

九

年
に

や
っ

と

経
り

､

新
に

鋳
造

さ

れ

た

銀
貨

は

や

く

六

八
一

萬
ボ

ン

下
､

政

府
の

負
樟
し

た

費
用
は

ゃ

く
二

七

(

4
)

○

萬
ボ

ン

下

の

玉

顔
に

た

っ

し

た

と

見
ら

れ

て

い

る
｡

こ

の

大
改

鋳
は

イ

ン

ダ
ラ

ン

下

に

お

い

て

一

二

九

九

年
以

来
は

じ

め
て

従
束

通

り

の

規
準
を

維
持
し

て

行
わ

れ
､

ま

た

そ

の

費
用
の

大
部
分
を

政

由
負

括
と
し

た

大
改

鋳
で

あ
っ

た
｡

そ

れ

ゆ
え

そ
の

後
の

改

鋳

問
題
の

さ

い

に

は

(

こ

と

に
一一

九

世
紀

初

頭
の
)

つ

ね
に

顧
み

ら

(

5
)

れ

る

も
の

と

患
っ

た

と
い

わ

れ

て

い

る
｡

(

4
)

E
句
e

召
○

｡
-

‥

○

ワ

2 .

什
.

も
.

∞

汁

山

下
､

前

掲

書
､

弟
一

〇

節
､

註
四

四

(

八

三

-
四
ぺ

ー

ジ
)
｡

(

5
)

句
e

P

諸
賢
苫
賀

‥

○

早
口

旨
.

}

･
p

+
訟

-

-

串

さ

て

改

鋳
の

安
雄
に

常
り

､

飼
損

貨
幣
の

回

収
に

此

し

て

新
鋳

貸
の

彗
行
が

聞
に

あ

わ

ず
急
邁
な

貨
幣
不

足

と
な

り
､

こ

れ

に

と

も

な
い

昔
時
相

首
廣
範
に

行

わ

れ

て

い

た

信
用
活
動
が

収

縮
し

311
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+ 止 血 鼠

一

さ01

産
業
蟄
展
に

資
金
を

供
給
す
る

と
い

う

重

要
な

役
割
を

演
じ

た

の

(

9
)

で

あ
っ

た
｡

も
し

ラ

ウ

ン

ズ

ヤ
ロ

ッ

ク

の

把
握

を

す

す
め
て

､

信

用
の

作
用
を

通

貨
と

関
連
せ

し

め
､

そ

の

紙
筒
と

し
て

の

作
用
を

把
え

て

理

論
的
に

理

解

す
る

な

ら

ば
､

.

常
時
の

状
況

は

第
三

節

(

八
)

と

し
て

把
え

ら
れ

､

ロ

ッ

ク

の

主

張

は
(

八
)

に

お

け
る

飢

損

貨
幣
の

改

鋳
に

よ

り

(

七
)

(

六
)

の

状
況

の

回

復
を

日
棟

と

し

た

と
い

え

る

で

あ

ろ

う
｡

も

し

(

六
)

の

状
況
に

お

い

て

ラ

サ

ン

ズ

の

ご

と
き

鋳
貸
名
目

引
き

上

げ

が

行
わ

れ
る

と

す
れ

ば
､

･

よ

り

激
t

い

物
債
騰
貴
を

び

き

起

す
危
険
が

あ
る

で

あ

ろ

う
｡

事
資

は

ま

さ

し

く
ロ

ッ

ク

の

主

張
の

ど

と
.
く

､

(

八
)

1
(

七
)

↓
(

六
)

と

い

う
回

復
の

プ
ロ

セ

ス

を

た

ど
っ

た

と

理

解
し
て

い

い

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

よ

う
に

見
る

L
ロ

ッ

ク

の

捷

案
が
一

そ

う

具

饅
的

･

合
理

的
な

も
の

と

し
て

現

わ

れ

て

く
る

の

で

は

な

か

ろ

う

か
｡

(

9
)

C
ロ

ロ

已
ロ

g

F
p

m
‥

○

ワ

n

き
-

も
ゃ

缶
や
ー

ム
ム
T

P

大

家

久

礫

『

信

用

関
係
の

展

開
』

(

河

出
書
房

刊

『

経
済
革
新
大

系
､

刃
､

資
本

主

義

の

成
立
』

欝
三

尊
)

一

九
五

三

年
､

参
應

｡

以

上
の

ご

と

き

改

鋳
安
雄
の

プ
ロ

セ

ス

は

さ

ら
に

､

通

貨
不

足

忙

封
慶
す
べ

き

信

用
の

作
用

-
す
な

わ

ち

(

六
)

の

状
況

-
～

･
は

､

そ
の

具
健
的
内
容
と

し

て

貨
幣

資
本
の

流
通

過

程
で

あ

る

こ

と

を

敢
え

て

い

る
｡

こ

の

鮎
に
■つ
い

て

ロ

ッ

ク

は

す
で

に

貨
幣
流

通
の

プ

ロ

セ

ス

に

お

い

て

把
え

て

い

た
｡

要
約
す
れ

ぼ
､

借
他

農

業
豪

打

冒
寛

が

労
働
者

-

P

ぎ
已
e
→

を

雇
い

生

産
す
る

｡

そ
の

生

産
物
は

自
ら
の

手
で

あ

る

い

は

仲
介
業
老

官
○

好

男

商
人

2
色
7

0

F
p

邑

の

手
を

通
し

て

園
内

･

園
外
に

責
り

さ

ぼ

か

れ
､

そ
の

代

金
に

ょ

り
､

努
働
者
に

労

賃

召

還
e

を

地

主
】

呂
d
-

O

a
に

地

代

蒜
已

を

文
殊
い

自
ら

は

利
潤

唱
○

望

を

え
る

､

借
り

入
れ

資
金

に

は

利
子

i

邑
①
→

邑
が

真

珠
わ

れ

る

(

二
ハ

､

二

四

-
七

､

三

六

-

七
ぺ

ー

ジ
)
｡

さ

ら
に

ま

た
こ

の

借
瀧

農
業
家
は

毛

織
物
マ

ニ

ュ

フ

ァ

ク

チ
ュ

ア

を

経
営
し
て

い

る

も
の

も

見
ら

れ

る
(

二

〇
ぺ

ー

ジ
)
｡

こ

れ
に

封
し

て

い

わ

ゆ
古

都
市
の

織
元

a
O
t

E
e
→

や

仲
介
業
者

､

高
利
貸
費
本

家
た

ち

訂
β

訂
宗

旨
d

宍
弓
i

謡
β
｡

諾

は

濁
占

等
に

よ

り

借
地

農
業
象
と

封
立

す
る

も
の

と

さ

れ

る

(

二

四

1
五

､

ニ

八

ぺ

ト

ジ
〕

｡

も

ち

ろ

ん
p

ッ

ク

は
､

.
こ

れ

ら
の

状
況
を

再

生

産
の

過

程
と
し

て

把
え

て

は

い

な

い

し
ヾ

ま

至
芸
過

程
に

そ
.

っ

た

信
用

の

作
用
に

分
析
を

す
す
め

て

い

た

い
｡

し

か

し

硯

資
の

経
済
社
食

の

構
造
を

こ

の

ヰ
フ

に

把
握

す
る

な

ら

ば
､

イ

ン

ダ
ラ

ン

下

銀
行

券
ヤ

そ
の

他
の

資
本

制
商
業
信
用
組

織
が

ま

た

こ

の

繰
上
に

そ
っ

て

流
通

を

た

ど

り
､

新
興
敵
工

業
促
進
に

役
立
つ

た

も
の

と

理

解

3 1 3

ジ
ョ

･

.
ロ

グ

ク

の

実
呼
鈴

鏡
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或

金 棒 意 こ を か 鋳 異 は の な を か
､
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島蒜漂孟夏ミ嘉差違 豊号芸己蔓芸買
カ
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∴
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と て 求
･
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ど
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が
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ど
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